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関西大学独逸文学会行事記録
(昭和55年4月～昭和56年3月）
○昭和55年6月15日特別講演会
WegeundAporiender>Rezeptionsasthetik<
EberhardScheiffele氏
出席者 17名
○昭和55年7月6日昭和55年度総会および第49回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶 見次直雄氏
2）編集報告 芳原政弘氏
3）会計報告 福岡四郎氏（但し12月に事後承認）
研究発表
1） ドイツ文学における東洋（日本・中国）の受容
-A・ホルツとA・デーブリーンの場合 芳原政弘氏
2）エーリヒ・ミューザムとボヘミアン 小川悟氏
出席者 16名
○昭和55年12月7日第50回研究発表会
研究発表
1） リルケの『新詩集』の「事物詩」について 小高康正氏
2）レーナウと永遠のユダヤ人 竹添敦子氏
帰朝報告 新谷浩堆氏・浜本隆志氏
出席者 23名
○昭和55年12月14日特別講演会
UberArbitraritat VolkerBeeh氏
出席者 13名
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修士論文題目
言語習得とMar℃hen
中語との関連におけるドイツ語動詞の一考察
武田千恵子
土岐ゆかり
卒業論文題目
現代ドイツ語におけるbe-Verbenの一考察
ゲーテ「ヘルマンとドロテーア」について
トーマス・マンの「ブッデンブローク家の人々」と北
杜夫の「楡家の人々」との比較研究
テオドール・シュトルム「大学時代」－運命的悲劇
の先駆的作品として－
ドイツの民話と日本の民話，ハイネの「精霊物語」を
考える
「水晶」－ささやかな贈り物一
「白馬の騎手」における戯曲性と長編形成
Marchenの研究(研究史と分類)にみられるMarchen
の特徴一魔法メルヘンを中心に－
生成変形文法理論とその記述的実用性について
シラーの戯曲「群盗」について
ヘルマン・ヘッセ「デミアン」における自我の問題
ゲーテの,,DieLeidendesjungenWerther@@にお
ける自然と精神
グリム昔話集における死の扱いを中心とした特徴につ
いて
アーダルベルト ・シュティフターの「彫りのある樅の
木」について一諦観への道一
「モミの木のエルゼ」に見られる詩的リアリズムの表
現について
?????? ????
稲垣尚美
宇澤栄子
???????? ??
??????
和代
雅子
マユリ
美貴子
垣内直樹
河合正善
楠本圭子
I「変身」における叙述の特徴
「ヴィルヘルム・マイスターの修業時代」－主人公
の成長過程一
ギュンター・グラス"DasTreffeninTelgte"にお
けるichの考察
ヘッベルの「ニーベルンゲン」
エウリピデス作の「タウリケのイピゲネイア」との比
較におけるゲーテ作の「タウリスのイフィゲーニェ」
の考察
「ゼルトヴィラの人々」の一側面一「三人の律義
な櫛職人」における悲劇性について－
HB611の「カタリーナ・ブルームの失われた名誉」
における二つの排除の論理について
ゲーテの「ゲッツ・フォン・ベルリヒンゲン」 "G6tz
vonBerlichingenmitdereisernenHandG@－理
想への情熱一
カフカの審判について
「グリム童話集」の変遷
Th･シュトルムの観る「女性像について」一愛の
崩壊と成就を通して一
C.F.Meyerの''DasAmulett<@について－劇
的な面から－
WilhelmBuschの「エドワルトの夢」について
－グロテスクな世界の考察一
メルヘン（昔話）の研究－その残酷性について－
「ヒュペーリオン」にみるヘルダーリンの自然観
一ニーチェ的世界観との対比を含めて－
TheodorStorm,,Aquissubmersu"の一考察
一ヨハネスと罪一
栗山 一
小林早苗
佐藤裕子
坂本香代
島浦順子
武沢美保
辻 恵介
豊島敬子
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中井
中尾
中野
??
西川美穂子
西村美絵子
????????
長谷川裕彦
橋本和明
｜
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林 千鶴
’リルケと現代芸術の道一「マルテの手記」を通し
て－
パウル・ハイゼの「ララビアータ」における「朧の理
論」について
Th・Stormの短篇小説,,EinDoppelganger<Gにお
ける「影」を追って
トーマス・マンの「ブッデンブローク家の人びと」そ
の愛と没落について－トニー・ブッテンブローク
の場合一
シラーの「ドン・カルロス」について－ポーザを
中心に－
カフカの「城」から見た語りと構成の技術
VolksmarchenとKunstmarchenの比較
-Liithiの理論を中心に一
,,W6rterbuchzurValenzundDitributiondeut-
scherVerbenG@の辞書記述の外国語教育に関する有
用性について
,,AusdemLebeneinesTaugenicht3における作
者の意図
Kleistの,,DasBettelweibvonLocarno@(について
E.T.A.HoffmannのMarchenの構成方法,,Der
GoldneTopf@$(1814),"KleinZachesgenannt
Zinober"(1819),"MeisterFloh@'(1822)の三作品
より
Th.マン「ブッデンブローク家の人びと」－市民
性の喪失について一
フリードリヒ・シラーの「ドン・カルロス」について
ゲーテが表わした近代「若きヴェルテルの悩み」論
ゲーテの「親和力」について一オティーリエの死
本間洋子
真辺真理子
一
別 朋代
松下 晃
松田恵味
松浪寿和
丸本佳代
宅淳子三
宮内優操
宮田佳子
宮本美鈴
村瀬克彦
村瀬靖
森 君
森田響
???
「と未来一
H､E・ノサックの「カサンドラ」について－その
時間的，空間的構成を中心に－
ケラーが彼の作品に求めた幸福一「ふくれっ面の
パンクラーツ」と「馬子にも衣裳」の主人公達に内在
する倫理性を通して一
観照家の生と美をめぐる「672夜の物語」論
ブレヒト劇とはなにか－B.ブレヒト「コミューン
の日々」を例に-
,,FaustG@Augenblickeについて
ヘルマン・ヘッセの詩における到達点一自然詩を
もとにして－
UberKleistsPrinzFriedrichvonHomburg
椴山啓子
柳原由佳
山口 修
山本政幸
岡憲一
野尚樹
??
菅谷洗行
’
｢独逸文学」第26号（見次直雄教授古希記念号）
執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和56年6月30日までに編集委員会に申し出ること．論
文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目・口頭
発表の有無および日本文・ ドイツ文の別を記したものとともに，昭和56年
9月30日までに編集委員会に送付．
2． 原稿について
i 日本文の場合，本文・注を合計し,400字詰横書原稿用紙で30枚，
別に400語程度のドイツ文のレジュメを添えること．
ii ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 4,000語(タイプ印書),レジュ
メは不要．
i,ii,いずれの場合も完全原稿を昭和56年10月31日までに，編集委員会
に送付．その際，題目と氏名を日本文・ ドイツ文で別紙に記したものを添
えること．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお執筆
申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会一任のこ
と．
第26号は記念号のため，「書評・紹介」は募集いたしません．
’
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編集後記
「独逸文学」25号は，10名の申込みをいただきましたが，前号にお願いした通り，
財政の都合上， 5名に限定しました．連続ご執筆の方と専任教員にご辞退を快諾いた
だき，ありがたく存じます．本号は，本学非常勤講師の竹添さん，大学院の西村，十
河両君，近畿大の坂野さんの論文に加え，藤井教授のヘッセについての貴重な翻訳で
紙面を飾ることができました．近年若いゲルマニストの申込みが多く，学会活動の気
運も高まっていますのに， これに十分応え得ない経済事情で，編集子も苦慮していま
す． 目下教室としても対策を検討中です．次号は，本学会長見次先生の定年ご退職の
時期にあたりますので，特集号を編んで献呈いたしたく企画しています．執筆要領を
ご参照の上，申し込み下さい．
昭和56年3月
＝
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福岡四郎
杉谷眞佐子
浜本隆志
八亀徳也
二宮まや
芳原政弘
第25号編集委員
独 逸 文 学 25
??????
昭和56年3月25日発行
編集兼
発行者 関西大学独逸文学会
吹田市千里山東3－10－1
関大独文研究室内
電話・大阪（06）388－1121
内線5015
?????
印刷所 ナニワ印刷株式会社
(非売品）
DIEDEUTSCHELITERATUR
25
1 9 8 1
GesellschaftfiirGermanistik
KansaiUniversitat
OsakaJapan
